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１．暫定予算編成の考え方
平成30年1月21日の久留米市長選挙に伴い、平成30年度一般会計予算は当面必要とする経費（4月か

ら6月までの3ヶ月分）を中心とした『暫定予算』としました。

『暫定予算』は、通常予算を編成するまでの間に対応するいわゆる“つなぎ予算”であり、市民生活に必

要な公共サービスを提供するための経費が中心となります。

なお、会計の性格から、特別会計及び企業会計は通常予算を編成しています。

【暫定予算の基本的な考え方】

 期間は、4月から6月までの3ヶ月間

 暫定予算とは、地方自治法第２１８条第２項・第３項に基づきます。（通常予算成立後は効力を失う）

 重要な政策方針による事業や今後重点化して取り組む事業は、通常予算で編成します。

 地域経済や市民生活の対応など、市民サービスの停滞・低下を招かないように暫定期間に必要となる予算を配慮し、必要額を

計上しました。

 継続費を設定している事業（学校施設の整備など）や通常予算を編成する特別会計への繰出金等は、全額を計上しました。
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２．予算の規模

区 分 平成30年度 平成29年度 増減 伸び率

一般会計（暫定） 494億5千万円 1,359億8千万円 ▲865億3千万円 ▲63.6％

特別会計 820億2千万円 911億円 ▲90億8千万円 ▲10.0％

公営企業会計 246億8千万円 247億7千万円 ▲9千万円 ▲0.4％

予算総額 1,561億5千万円 2,518億5千万円 ▲957億円 ▲38.0％

【参 考】 ※3月補正予算 約38億円のうち、平成29年度国の補正予算に伴う予算額は26億6千万円となります

一般会計+3月補正
［国補正事業分］

521億1千万円 ― ― ―

◇平成３０年度一般会計暫定予算の規模は、４９４億５千万円◇

◇３月補正予算には、国補正予算に伴うものとして２６億６千万円を前倒し計上◇

◇平成２９年度３月補正予算［国補正事業分］を含めると、５２１億１千万円◇
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３．暫定予算の主な事業

【主な事業】
 子ども医療費等の扶助費関連予算

・子ども医療費助成 327,482千円
・子どものための教育・保育給付費 2,378,158千円

 各種団体が行う市民活動や地域活動に対する補助金等
の予算
・校区コミュニティセンター等建築費補助金 277,249千円
・校区コミュニティ組織運営費等補助金 197,728千円

 地域商業の活性化や地場企業向けの融資制度、暫定期
間に工事着手が必要となる公共工事予算
・商品券発行事業費補助金 115,112千円
・中小企業融資制度預託金 2,555,000千円
・土木費(道路・公園・河川など) 4,278,472千円

市民生活や地域経済への配慮

【主な事業】

 集団検診インターネット予約システム導入 2,452千円

インターネット予約システムの
導入により、平日・休日を問わ
ず24時間の予約受付を可能
とし、より集団検診を受診しや
すい環境を整備します。
また、複数のがん検診等を同日・同会場にて受診できる
セット検診を市全域に拡大します。

 良質米生産拡大支援事業費補助金 3,780千円
暑さに強く多収性の水稲品種の生産拡大を図るため、育

苗に要する経費の一部を助成します。

新たに取り組む事業

◇市民サービスの停滞・低下を招かないように暫定期間に必要となる予算を計上しています。◇
◇新たに取り組む事業も暫定期間中に対応しないと時機を失するものについては、予算を計上しています。◇
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４．特別会計の主な事業
◇特定の収入をもって特定の事業を行うという会計の性格から、特別会計は通常予算を編成しました。◇

国民健康保険は、平成30年度から制度改革によって都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営を目指しま
す。なお、市町村は引き続き被保険者の資格管理、保険料の賦課徴収などを担います。
【主な事業】
 重症化予防支援事業 2,010千円

久留米大学等と連携し、慢性腎臓病に関する普及啓発や腎機能の追加検査を行い、生活習慣病の重症化防止と医療費の
適正化を図るため、新たに重症化予防支援事業に取り組みます。

国民健康保険事業

平成30年度は、第7期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（平成30年度～32年度）がスタートします。
【主な事業】
 口腔機能向上教室 ・ 認知症予防講座 1,060千円

介護予防に資する運動や必要性についての普及・啓発を促すため、『口腔機能向上教室』や『認知症予防講座』を実施します。

介護保険事業

４



(単位:千円,％)

平成30年度 平成29年度

当初予算額(A) 当初予算額(B) 増減額(A-B) 増減率

久留米市予算総額 156,146,000 251,852,000 -95,706,000 -38.0

一　般　会　計　（ 暫 定 ） 49,450,000 135,980,000 -86,530,000 -63.6

国民健康保険事業 33,530,000 42,220,000 -8,690,000 -20.6

競輪事業 17,181,000 18,326,000 -1,145,000 -6.2

卸売市場事業 376,000 331,000 45,000 13.6

住宅新築資金等貸付事業 9,000 9,000 0 0.0

市営駐車場事業 93,000 102,000 -9,000 -8.8

介護保険事業 25,990,000 25,320,000 670,000 2.6

農業集落排水事業 242,000 237,000 5,000 2.1

特定地域生活排水処理事業 231,000 227,000 4,000 1.8

後期高齢者医療事業 4,239,000 4,184,000 55,000 1.3

母子父子寡婦福祉資金貸付事業 128,000 113,000 15,000 13.3

地方卸売市場事業 0 29,000 -29,000 皆減

計 82,019,000 91,098,000 -9,079,000 -10.0

公営企業会計

水道事業 7,564,000 7,774,000 -210,000 -2.7

下水道事業 17,113,000 17,000,000 113,000 0.7

計 24,677,000 24,774,000 -97,000 -0.4

比　 　較
区  　　　分

特

別

会

計

５．予算の姿 ～会計別予算総括表～

一般会計は「暫定予算」、特別会計
及び企業会計は「通常予算」を編成し
ました。
また、平成30年度から卸売市場事
業特別会計（青果部・水産物部）に
地方卸売市場事業特別会計（田主
丸流通センター）を統合します。
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６．３月補正予算の主な事業

 老朽化している学校施設の改築や外壁・防水・トイレ改修工事など学校施設の長寿命化を図り、安全で快適な教育環境
を整備します。 2,938,797千円（暫定予算＋3月補正予算）

学校施設の整備充実事業

◇国の補正予算を積極的に活用し、継続的に実施している校舎改築事業など暫定期間中も着実に整備を進めます。◇

【主な事業】 ○暫定予算 ★3月補正予算

６

・篠山小学校校舎改築事業 ○ 75,482 千円

★ 1,272,816 千円

・京町小学校校舎改築事業 ○ 217,888 千円

★ 525,867 千円

・屏水中学校校舎改築事業 ○ 18,830 千円

★ 153,428 千円

・小・中学校長寿命化事業 ○ 25,797 千円

★ 521,341 千円

・小・中学校空調機整備事業 ★ 127,348 千円
京町小学校外観イメージパース 衛生的で利用しやすいトイレへ改修


